
自主的環境保全活動の取り組み状況

（事業所名）東リ㈱ 伊丹工場

１ 環境保全活動に関する方針等

１－１ 環境保全活動に関する方針

「インテリア事業を通じて、生活文化の向上に貢献する」という企業理念のもとに、企業活動の全

てにおいて環境共生社会の実現をめざします。

１．企業活動すべての分野で環境への負荷を低減させるため、適切な施策を実施する。

２．地球環境保全に有効な商品開発、技術開発、システム開発、顧客サービスに積極的に取り組む。

３．活動における省エネ・省資源・リサイクルに継続的な取組を計るとともに、地域社

会と共生した環境活動を推進する。

１－２ 環境保全活動に関する組織体制
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２ 環境保全活動の実施状況等

目標 取組結果 今後の取組計画

1.低炭素商品の
前年度比2％ＵＰ

全社で前年度比0.5％アップし66.3％。昨年より微増。

低炭素商品の定義付けを行った時にはなかった省エ

ネ、軽量化などの施策を新しく低炭素商品として定義

しなければ2015年までに75％以上にする目的達成を

クリアすることは難しい状態

･低炭素商品の品種を

2015年度までに75％
以上にする。

2.グリーン購入の実施
ＦＳＣ認証紙の使用

推進

･グリーン購入(上期：本社 66.9％、営業 60.5％)(下

期：本社61.9％、営業69.1％)通期全体3,288,354円

ＦＳＣ認証紙使用総合ｶﾀﾛｸﾞ、メディカルウェル及び

新製品説明資料等の発刊。

･グリーン購入の実施

ＦＳＣ認証紙の使用

推進

3.省エネ
2008年度を基準として、
原単位で2009年度に
１％削減する。

･伊丹工場(巾木ライン32257.6kwh（9 ｹ月）の削減。 ･2009 年度を基準と
して、原単位で 2010
年度に１％削減する。

4.リサイクル
リサイクルシステム

の実行

･Ｉ.Ｆ.Ａ.：主要なゼネコン10社と基本契約締結。

3件21.5ｔ実施。

･ＴＴＲ：市場回収廃材料 187.9ｔ、

リサイクルシート加工量 76.7ｔ

･リサイクル率を前

年度比１％ＵＰ

5.廃棄物対策
2009年度は、2000年
度ベースの 5％を
2008年度より削減

･伊丹工場（前年：379ｔに対して448ｔ(+18.2％)。

ｱﾙﾐﾅ入り、架橋ｼｰﾄ等、リサイクルでき

ない品種の増加の影響。

･伊丹事業所（最終処分量：1087ｔ、+49.2％)

･2010年度は、2000
年度ベースの３％

を2009年度より削
減する。

6.化学物質の適正管理
製品規格、ＭＳＤＳ等

への記載。

･ＧＨＳ対応のＭＳＤＳへの切り替え継続中。

(溶剤系の接着剤は完了)

･製品規格、MSDS
等への記載。

7.エネルギー対策 ･伊丹工場ボイラ燃料をH21年9月より低圧ボイラ、

10月より高圧ボイラをA重油→LNG転換。年間合計

でA重油に比べ626.67t-CO2削減

8.地域社会への貢献 ･さくら（花見）祭りの開催

･伊丹市環境監査実施

･地域貢献活動の継

続的な実施

9.環境教育 ･新入社員研修にて教育の実施

･社内報での啓蒙

･環境便りとして月１回の情報配信。

･社外向け環境セミナーの実施

・環境保全に関する従

業員教育の徹底を

図る。 


